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生命が誕生した約 38億年前、地球の海は現在とは大きく異なる環境であった。その原始海洋に豊

富に存在していたマグネシウムは、核酸の安定化、タンパク質合成を担うリボソームの機能、さらに

は生命のエネルギー通貨である ATPの働きなど、生命活動の根幹を支える分子と深く結びつきなが

ら、生命進化の基盤を築いてきた。今日に至るまで、生命がマグネシウムを利用し続けている事実

は、それが単なる栄養素ではなく、「生命活動を支えるインフラ」とも呼ぶべき存在であることを示

している。 

 

現代においても、マグネシウムは 800種類以上の酵素反応に関与し、エネルギー産生、神経伝達、

筋収縮と弛緩、睡眠、ホルモン調節、炎症制御など、多様な生理機能を支えている。その役割に共通

するのは、身体の機能を一方向へ強めることではなく、過剰な興奮を鎮め、不足を補い、生命活動を

適切な状態へ導く「調和」の働きである。これは、東方医学が古くから重視してきた「気・血・水」

の巡りや全身のバランスという考え方とも多くの共通点を有している。 

 

一方、現代社会では加工食品の普及や食生活の変化に加え、慢性的なストレスや睡眠不足などに

より、マグネシウムの摂取不足と消費増加が同時に進行している。その結果、生命が本来備えている

恒常性（ホメオスタシス）が揺らぎ、さまざまな心身の不調の一因となる可能性が指摘されている。 

 

本講演では、「生命はなぜマグネシウムを選んだのか」という根源的な問いを出発点に、生命進化、

生理学、そして東方医学の視点を横断しながら、マグネシウムが果たしてきた役割を俯瞰する。生命

が 38億年をかけて選び続けてきた元素を見つめ直すことは、揺らぐ時代における健康と調和を考え

る新たな視点となり、東方医学が未来へ果たす役割を考える一助になるものと期待している。 

 


